
ICT活用工事のきっかけについて

令和3年10月28日



ICT活用工事をやってみようと思ったきっかけ

5年ほど前よりスケッチアップを用いて構造物の3Dモデル作成



ドローンで撮影した写真とスケッチアップで作成した構造物を

合成し、完成イメージを作成。
地元住民や監督員との説明資料として使用



イメージの共有ができ、内容の食い違いがなくなる

手待ち手直し作業がなくなる

図面を3Dモデル化することで構造物の干渉チェックもでき、



ICT活用工事をやりませんか？という話を何回かいただいたが、

市街地の現場で、しかも初めて挑戦するのは気が引けた

しかし、今後ICT活用工事が普及してくる中で、いざ全面施工となった
場合、ノウハウ無しではだめだと思い、挑戦する事にした

ICT活用工事ではなかったが、教わりながら
測量、設計データ作成、ICT建機使用を

とりあえずやってみよう

が、昨年2月、コロナ蔓延で県外をまたぐ移動の禁止によりメーカーの
来高が難しく、また建機も0.45m3以下は当時なかった



諦めて次回挑戦しようと思いましたが、

やった事のないICTを、技術者に丸投げは酷やし、自分も教えられな
いと思い、チャレンジを決意

3Dスキャナによる3次元測量



点群処理ソフト解析
点群処理ソフトに取り込み

いらない点の除去作業後3次元設計データ作成



設計データを快測ナビに取り込み、トータルステーションを使い計測

測点幅員位置確認

側溝据付位置確認



挑戦した結果、自分たちでも作成する事ができると分かった3D測量を実施法面のため今回は公園内と河川に降りて測量、点群を合成



法面の現地測量を実施する際に、高所で危険を伴うため

現況横断抽出

点群から現況を抽出し、危険を回避



また出来形確認等で検測時、監督員が下に降りなくてもわかるよう

ウエアラブルカメラ

タブレット映像確認

今回の現場では現地で確認を受けましたが、
事務所のパソコンでも映像は見れるため、遠隔臨場も可能



今年受注した現場でICT活用工事(施工者希望型)を実施しています。

道交地(1.5車)第9103-002-1号
県道大久保伊尾木線　社会資本整備総合交付金工事



3次元起工測量

伐開後に測量

KLAUPPKユニット

基準点が道路上にあり、地上型レーザースキャナーでは測量回数が増える

ため、広範囲を短時間で測量できるUAVを選択しました



写真測量処理ソフトウエア



構造物

ICT建設機械による盛土・法面整形を予定

点群処理
3次元設計データ作成







高知県建設業デジタル化促進モデル事業費補助金を使って
杭ナビを購入しました。
当現場でも活用してます。端末操作に慣れ、普段使いできるよう各現場
で実践を重ねていきます。



ご清聴ありがとうございました


